
＝
＝
＝
一
　
人
は
、
人
格
に
善
と
悪
両
面
を
内
在
さ
せ
生
き
て

＝
＝
珈
＝
，
い
る
。
だ
が
そ
こ
に
支
配
、
抑
圧
、
差
別
の
状
況
が

贈
¨
脚̈
＝
¨
加
わ
つ
た
と
き
、
必
然
的
に
悪
の
面
が
拡
大

、
増
幅

皇
国
臣
民
に
な
る
こ
と
を
強
制
す
る
た
め
、
創
氏

改
名
や
日
本
語
教
育
に
よ
り
、
い
わ
ば
日
本
人
以
上

に
過
酷
な
義
務
を
背
負
わ
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

戦
後
、
彼
ら
は
、
政
府
の
引
き
揚
げ
対
象
か
ら
外
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
犠
牲
と
な

っ
た
の
は
そ
の
朝
鮮

人
と
結
婚
し
て
い
た
日
本
人
妻
た
ち
も
同
様
だ
。
ソ

連
領
と
な
り
概
磁
と
し
た
地
で
、
生
き
る
た
め
に
結

婚
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
女
性
も
少
な
く
な
い
。
し

い
』
ど
朦
れ
な
剤
絲
中
に
新
た
わ

つ の
議
一

印
か
い

無．の

惨
な
失
策
の
つ
け
を
、
国
家
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ

た
者
が
支
払
わ
さ
れ
る
縮
図
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

そ
ん
な
中
、

「日
本
サ
ハ
リ
ン
同
胞
交
流
会
」
の

奮
闘
は
見
逃
せ
な
い
。故
郷
を
同
じ
く
す
る
者
が
「国

が
や
ら
ぬ
の
な
ら
自
分
た
ち
で
」
を
合
言
葉
に
、
サ

ハ
リ
ン
に
残
留
日
本
人
は
い
な
い
、
と
言
い
張
る
国

を
動
か
し
、

一
時
帰
国
の
た
め
の
旅
費
、
滞
在
費
を

勝
ち
取
っ
て
い
く
。

玉
音
か
ら
の
数
日
後
、
ソ
連
に
撃
沈
さ
れ
た
引
き

揚
げ
船
の
惨
状

も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
国
際
政
治

上
、
八
月
十
五
日
は
単
な
る
敗
戦

と
戦
闘
放
棄
の

制
岬
郵
“
“
姉
卿
〓
肛
な
袢
期
瀬
践
嫁
郷
制
嚇
射
¨

あ
っ
て
は

一
国
の
道
理
な
ど
通
じ
ぬ
状
況
が
、
多
く

の
犠
牲
者
の
声
な
喜
塁
用
と
な
っ
て
胸
に
迫
っ
て
く
る

書
だ
。

評

・
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一
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規
模
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所

「夢
屋
」
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表
）

旧樺太残留 日本人妻の「戦い」▲
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◇よ した け 。てるこ 1931年 兵庫県生 まれι東映宣伝部退社後、文筆生

活に入る。著書 に 「ブル ースの女三淡谷の り子」など。


